
令和７年度 しまだ市民活動センター 登録団体活動状況調査アンケート 

＜概要＞ 
調査方法：市民活動センター登録団体へ郵送にて依頼（10月中旬） 
回答方法：①ＦＡＸにて回答（記入の上、送信） 
          ②持参にて回答（記入の上、市民活動センター窓口にて提出） 
          ③ＷＥＢにて回答（ＱＲコード、市民活動センターＨＰよりフォームにて回答 
 
提出期限：令和７年１１月２２日（土） 
発送数：８９ 回答数：４８ （回答率：５３．９％）          ※以下集計は1月8日現在 

島田市市民活動センター 
島田市本通三丁目6-1  

（島田市地域交流センター「歩歩路」内) 
TEL:0547-33-1550 



③－１の内容について、具体的に教えて下さい。 

29件の回答 
 
・会員（指導者）も高齢となってきたので、若い（50～60代）指導者を育てたい、団体をもっと市
民に知ってもらいたい。 
・高齢化による参加者の減少 
・生徒が増えたので曜日を増やしたいがスタッフが足りない 
・会の存続と後継者難（代表・事務局長）で悩んでいます。会の目的が「島田市の望ましい環境像
の実現、ひいては地球環境の改善に寄与する」という崇高なテーマを掲げているので敬遠されるの
か、後継者に恵まれないNPO法人になっているので簡単に解散も出来ない。何とか適任者に引き継
ぎたいのだが。 
・会員の高齢化により、退会者が増え、会員の減少 
・高齢化により協会会員の減少や行事に参加する人が減少して、活動の機会が少なくなってきてい
る。 
・参加者の高齢化や活動中心者の体調不良等 
・活動への参加者が新規入会がなく、会員の高齢化、退会者の増加が活動減退を招いている 
・県連盟等の活動への参加が多く、団費の他に都度の参加費も発生するが、団の財源も少ないため
補填してやることが出来ない 
・団員減による団費の減少 
・団員数減少に伴い団費収入が減り、必要となる活動費の確保ができなくなりつつあります。近い
うちに団費の引上げをしなければならない状況。団員を増やす活動を続けていかなければなりませ
ん。片や、高齢化や仕事状況・家庭状況の変化等により、やむなく退団となるケースもあり、悩ま
しく思います。 
・会員数の減少による活動量の確保が難しい。 
・フィルムの高騰及び人手が困難。現像プリントできる場所の減少 
・５か所の施設スタッフの高齢化が進み、次世代へのつなげる難しさ（働いている人が多い） 
・フォローアップミーティング開催のため 
・3カ所 月３回=９個 
・スタッフの高齢化 
・会員の高齢化による会員の減少 

※自由回答 
フィルムの高騰、現像プリント場所 



・小さな町内会なので高齢化が進む 
・PRはしているものの、利用者が少なく、利用証（指導料）での運営なので、家賃やその他もろも
ろの費用について影響がある 
・現在、助成金や私費を投じての団体のあり方に悩みながら続けている。他にも任意団体の代表を
していることで手一杯であることから、こちらの活動を閉じる…もしくは他の方に任せることも考
えているのだが悩み中。 
・若い人はみんな仕事で参加できない 
・担当パートのかたより 
・活動費は社協の補助金に頼っているため、寄付金が大きな財源になっています。チラシの枚数や
配布場所に限りがあるためイベントの周知が課題です。 
・会員の平均年齢は六十代後半。グループで活動するが、企画や先導を担うリーダー層が不足。若
年会員の加入が課題。 
・高齢化に伴い勉強会などに参加する回数、人数が減少傾向にある 
・商店街の加盟店が年々減ってきている（高齢化により閉店） 
・高齢化に伴い、夜の稽古は大変。免許（車の）を返してしまい、行く手段を失う。退会者も出て
きている。 
・会員の講座料を元に運営しているので、講座生が減少すれば運営費は、厳しくなる。 
・不登校支援をしているが、なかなか当事者と繋がらない 

※自由回答 
イベントチラシの配布や配架に協力していただけること 



※自由回答 
web会議等が容易に開催出来るスキル支援等 
ポポロ使用補助金 
現状、会議室等を無料で使用させていただき、大変助かっております。 
公会堂等がない町内会では会議室は重要です。 
駐車場あると良いと思います 
駐車場が近くにあれば利用する人が増えると思う 
島田市に対し文化行政の更なる推進 
無料の駐車場 





■市民活動団体紹介シート展 
 

□期間：2025年12月10日（水）～12月25日（木） 

□場所：島田市市役所 １階ロビー 
    地域交流センター 西側ギャラリー（２か所同時開催） 
 

□展示：団体紹介シート35点 
    夏休み1Dayボランティア報告（レポート及び写真展示） 


